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【特集】キャリアの過去、現在、未来 

―現代行動科学会第 34 回大会テーマセッションから― 

 

人生の転機や変遷・転回をポジティブな視点から 

 

内城 寛子（富士大学専任講師） 

 

「キャリア」は、外的キャリアと内的キャリアの 2 つの見地から定義づけられる。外的

キャリアは履歴書等に記載するような「職種・職位・技能・実績・報酬など客観的に把握

できる職業上の経歴」のことを指し、「なぜ働くのか、何のために働くのか、なぜその仕事

をしたいのかなど、仕事や働き方に対する個人の主観的な評価や認識」といった心の側面

は内的キャリアとして定義づけられている。 

今回のテーマは「キャリア」ということで、改めて自分の「キャリア」を捉え直す機会

をいただいた。一人の人間が生涯をかけて形成する「キャリア」には、個人が生きる社会

的背景とその人の価値観が多分に透けて出るため、なかなかにポジティブな視点で捉える

ことが難しいテーマである。恐らくは、「キャリア」という言葉を聞いてネガティブな感情

を抱く人の方が多いのではないだろうか。 

私自身は、仕事柄、キャリアを公表しなければならない場面が多い。本音を言えば、自

分のキャリアを話すことはできれば避けたいと感じている。取り繕うこともできないのだ

が、自分の揺らぎっぱなしの価値観を人前で晒しているような気持になってしまうからだ。 

若いころは、自分の人生やキャリアに責任を持つという考えはなかったのだが、子の親

となり、自分以外の誰かの人生に責任を持つようになってから、自分の生き方や社会との

対峙の仕方を考えるようになった。40 代になった今、過去を振り返ると、自分の意志とは

関係なく、何度も転職を繰り返した自分のキャリアがしっかりと残されている。 

幼少期に漠然と思い描いた自分の夢は「警察官か教員」。スポーツにのめり込んだ高校時

代は「トレーナー」。岩手大学の人文社会科学部に進路を定めてからは、「心理学を活かし

たスポーツ指導者」。今考えると幼い自分の方が現実的なキャリア観を持っていたように思

う。視野の広がりとともに「なりたい自分」が変化し、現実との折り合いがつかなくなっ

た大学卒業時。何とか理想をもって現実にしがみついていた 20 代。希望や理想に蓋をして

新たな道を切り開いた 30 代。突如、理想が現実となった 40 代始まりの今。これまでの自

分のキャリアを振り返ると、この先、私はまた何らかのキャリアの変化を受容しなければ

ならない場面があるように思われる。 

私が大学を卒業してから 20 年。女性が社会に置かれる立場は大きく変わりつつある。日

本の社会経済は、少子高齢化にともない、持続可能な小さな地域経済の実現が課題となり、

地方の大学においては、地域活性化人材育成拠点としての期待が大きい。既存の概念の転

換が目の前に迫られる社会を背にし、このように同窓の士と共に 1 つのテーマで議論を深

めることができるのは非常に有意義なことと思い、今回の発表を引き受けた。 

お目汚しにもならない小職のキャリアが今に生きる人間行動の具体事例となるかどうか

わからないが、ネガティブに捉えられがちな社会事象のリフレーミングに果敢にチャレン

ジし続ける現代行動科学会の発展の一助となれば幸いに思う。 

【特集】キャリアの過去、現在、未来 

―現代行動科学会第34回大会テーマセッションから―  
 

転職を経て考えること 

 
菊池 美歩（いわてリハビリテーションセンター） 

 
 今回、『キャリアの過去、現在、未来』というテーマをいただき、自身のキャリアにつ

いて振り返るとともに、深く考える機会をいただいた。  

学部１年生の終わり頃、自分の将来を考えた際、臨床心理士として働きたいという思い

があった。しかし、臨床心理士の資格取得のために大学院卒業が必要であること、そのた

めの学費を自分で工面したいと思い、社会人として経験を積んだ後に大学に戻り、学びた

いと考えた。臨床心理士になる前にしかできない経験があるのではと考え、あえて業種に

こだわらず就職活動に臨み、IT関連の企業に内定をいただいた。入社から４年間、自社シ

ステムの動作検証等に携わった。その企業に４年間勤務し、その後は大学院に進学し平成

27年度に現在の職場に入職した。現在は臨床心理士として、脳卒中や脳外傷による高次脳

機能障害を抱える方々の神経心理学的検査による評価や認知訓練、入院患者のカウンセリ

ングを行っている。 

 前職と現在の仕事では業務内容が異なり、何か前職の経験を生かすことができているだ

ろうかと悩んだ。直接的に役立っていることはパソコンの操作が早いということしか思い

浮かばなかったが、間接的に役立っていることを考えた時、相手の主体性や強みに焦点を

当てて関わろうとしていることではないかと思い至った。前職では同じチームのメンバー

の主体性を引き出すために意見を聞く機会を取り入れていた。現在の職場でリハビリやカ

ウンセリングに来てくださる患者様に対しても同じことを大切にしたいと考え、関わるよ

う心掛けるようにしている。また、学生時代は何事も前向きな気持ちを持つことを大切に

していたが、前職で仕事の厳しさに直面し、どうあがいても後ろ向きな考えから抜け出す

ことができなかった。そのような気持ちを抱いてしまう自分を責めていたが、悩んだ結果、

否定的な感情を持っている自分も自分なのだと受け入れるようになった。このような経験

がなければ、前向きな気持ちでいればどのような状況でもなんとかなるという考えを患者

様に押し付けてしまっていたかもしれないと考えることがある。 

患者様１人１人、多様な生活背景やニーズを持っており、新しい出会いがある度、その

方とどのように関わっていくか悩みながら仕事に臨んでいる状態である。前職では転職を

見越して働いていたが、長年勤めている上司や先輩の仕事や周囲からの信頼感を間近で感

じ、次に就職する時は長く働きたいと考えていた。今後は現在の職場で経験を積み、関わ

りを持った方々へ安心感を少しでも抱いてもらえるように成長していきたいと考える。 
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